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１．タミフルは常用量でも脳中に移行し、中枢抑制を起しうる
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２．「睡眠中突然死」や「異常行動死」は関連ある副作用死として扱うべき
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３．中枢抑制に基づく副作用（害反応）として扱うべき例は少なくない
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４．長期持続の可能性についても注意が必要である
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【３】被害拡大を防止するため過去の過ちを繰り返さないよう
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�s �S �z平成１１年８月、厚生省（現、厚生労働省）の庁舎前に建立された「誓
いの碑」の誓いの言葉を今一度かみ締めていただきたい。
「命の尊さを心に刻みサリドマイド、スモン、ＨＩＶ感染のような、医薬品に

よる悲惨な被害を再び発生させることのないよう、医薬品の安全性・有効性の確
保に最善の努力を重ねていくことをここに銘記する。千数百名もの感染者を出し
た「薬害エイズ」事件、このような事件の発生を反省しこの碑を建立した。」
�y
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